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ＤＶ対策抜本強化局長級会議（第２回） 

 議事概要 

 

（開催要領） 

 １ 日 時  令和４年８月 30日（火）11:40～11:50 

２ 場 所  中央合同庁舎第８号館８階特別大会議室 

（Web会議システムを利用） 

３ 出席者［ ］は代理出席者 

議  長   内閣府特命担当大臣（男女共同参画） 
議長代理   内閣府男女共同参画局長 

構 成 員   内閣府子ども・子育て本部統括官［子ども・子育て本部参事官（総括担当）］ 
同     警察庁生活安全局長［長官官房審議官（生活安全局担当）］ 
同     総務省自治行政局長［自治行政局住民制度課長］ 
同     法務省大臣官房審議官（国際・人権担当） 
同     法務省民事局長 
同     文部科学省総合教育政策局長［総合教育政策局審議官］ 
同     文部科学省初等中等教育局長 
同     厚生労働省子ども家庭局長 
同     国土交通省住宅局長 

   オブザーバー    最高裁判所事務総局民事局長 
 

（議事次第） 

 １ 開 会 

２ 議 事 

  抜本強化策の取りまとめに向けて（論点整理） 

３ 閉 会 

 

（配布資料） 

資料１ 配偶者暴力相談支援センター・民間シェルター等へのアンケートを踏まえた生活再建支援

の際の手続の見直し等に関する論点（概要）（案） 

資料２ 配偶者暴力相談支援センター・民間シェルター等へのアンケートを踏まえた生活再建支援

の際の手続の見直し等に関する論点について（案） 

参考資料１ ＤＶ被害者支援に関するアンケート結果（主なもの） 

参考資料２ ＤＶ被害者支援を行う民間シェルター等及び配偶者暴力相談支援センターへのアン 

ケート結果取りまとめ 

参考資料３ 女性活躍・男女共同参画の重点方針 2022（女性版骨太の方針 2022）（抜粋） 
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（議事概要） 

○ 岡田局長から、議事の概要について説明があった。 

○ 「配偶者暴力相談支援センター・民間シェルター等へのアンケートを踏まえた生活再建支援の際

の手続の見直し等に関する論点（案）」のとおり、論点が取りまとめられた。 

○ 最後に、小倉大臣から、「霞が関の論理にとらわれず、現場の切実な声、ひいては被害者の声なき

声に真摯に耳を傾けるという心構えで、本日取りまとめた論点に基づき、被害者の生活再建支援に

関する手続の見直しを進め、抜本強化策を具体化するようお願いする。」旨の挨拶があった。 

 


